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維
持
管
理
が
容
易
な
省
エ
ネ
技
術
の
見
直
し
は
、
自
分
で
考
え
る
過
疎
の
地
方
か
ら 

戦後、日本では、高度成長期に、アメリカの薬品処理の急速ろ過は、最新で良いと宣伝され、

導入された。でも、水質が良くなく、次から次へと、技術更新のために、施設を更新してきた。

高度技術は公務員では、維持管理できず、専門技術者に頼った。それで、莫大な借金を抱えた。 

緩
速
ろ
過
と
い
う
名
前
で
誤
解
し
た
。 



 

薬品処理の急速ろ過は発癌物質が生じるリスクがあり、大問題になった。そこで、WHO 世界保

健機構は、薬品を使わない安全な処理として緩速ろ過を見直し、指針を 1974 年に出した。 

藻は光合成で、酸素を生産し、微小動物が活躍しやすい環境にしていた。 

ろ
過
池
の
水
深
は
、
１
～
1.5
㍍
と
深
か
っ
た
。
ろ
過
池
で
藻
が
繁
殖
し
に
く
い
よ
う
に
考
え
た
の
か
？ 

生
物
を
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
薬
品
を
入
れ
た
。
で
も
、
生
物
群
集
に
よ
る
浄
化
だ
っ
た
。 



 
1992 年８月の私の訪問後、テムズ水道では全てのろ過池で、溶存
酸素濃度を調べだし、ろ過速度が速い方が良いと結論になった。 

生
物
屋
の
私
は
、
生
物
活
性
を
調
べ
る
た
め
に
、
溶
存
酸
素
の
日
変
化
を
調
べ
た
。 

日本の各地、世界の各地の緩速ろ過の情報を調べると、緩速ろ過と言う名前、WHO の指針な

どで、生物群集の活躍による浄化が鍵と気づいていない。そこで、築地書館から、２冊の本を

出版してもらった。残念だが、絶版だ。 

日
本
で
も
、W

H
O

指
針
の
よ
う
に 

ろ
過
池
が
深
い
の
が
作
ら
れ
た
。 

テ
ム
ズ
水
道
で
、
上
田
で
の
藻
と
溶
存
酸
素
の
話
を
し
た

ら
、
テ
ム
ズ
は
実
験
を
し
、
早
い
ろ
過
速
度
に
し
た
。 



 残留農薬を分解させるため、ろ過池の砂層の間に、活性炭を入れる実験をしたが、

その後、余り効果がないので、止めたようだった。 

家
畜
の
糞
は
、
自
然
界
の
微
生
物
、
微
小
動
物
が
分
解
す
る
の
を
皆
が
肌
で
感
じ
て
い
る
。 

緩
速
ろ
過
な
ら
、
家
畜
汚
染
は
心
配
し
て
い
な
い
。 

欧米は、家畜が身近にいる社会。家畜に悪い事をしてはいけないのが、皆の常識。 



  

原
水
中
の
濁
り
対
策
で
、
上
向
流
粗
ろ
過
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
発
さ
れ
た
。 

削
り
取
り
を
し
な
い
で
水
中
吸
引
機
で
砂
面
上
の
汚
泥
を
除
く
実
験
を
し
て
い
る
。 

サンパウロ大のベルナルドは、1988 年の国際会議で発表し、話題になり世界中
で実験し、1996 年に、スイスから粗ろ過指針が出た。私は予約して、手にいれ、上
田で、学生と粗ろ過実験をした。 

テムズ水道でも、時々、ろ過池の水を抜いて、機械で砂層上部を削り取っていた。しか

し、夏のろ過池では、糸状になる緑藻が繁茂し、機械では除けないので、苦労していた。 



 

ろ
過
池
と
ろ
過
後
の
水
面
差
を
損
失
と
い
う
。
こ
の
損
失
は
、
ろ
過
速
度
に
比
例
し
た
。 

1993 年の春先、アメリカで、塩素で殺せないクリプト原虫による大規模集団下痢事故があった。日

本でも、1966 年６月末から７月、埼玉県越生町で、急速ろ過処理を通過したクリプト原虫による大

規模集団下痢事故があった。翌年の 1997 年 11月に、広島県庁講堂で 50ｐの資料を配り、「現代に

通用する古い技術の緩速ろ過の再認識」という話をし、多くに水道関係者が集まった。 

上向流粗ろ過は、緩速ろ過と逆で、下から濁りが来る、石の表面に、濁りが吸着。

生物が削り取って分解。石と石の間があるので、そこで、生物群集が活躍していた。

時々、下から汚泥を引き抜く。小石なので、目詰まりしにくかった。 

大
部
分
の
生
物
群
集
は
砂
層
表
面
近
く
で
活
躍
。
そ
の
下
は
、
通
過
し
た
有
機
物
を
食
べ
る

生
物
が
活
躍
。
そ
の
下
は
、
別
の
生
物
が
活
躍
。 



 

1995年暮れ、岡山県哲多町の簡易水道の水道水源で、クリプト原虫が陽性とされ、急遽、給水停止

された。岡山市の荒谷建設の瀬野さんは、中本の報告「アメリカでの緩速ろ過の見直し」（日本水道協

会雑誌、1995年 5 月）を見ていた。 

瀬
野
さ
ん
は
、
哲
多
町
で
の
ク
リ
プ
ト
対
応
を
報
告
し
て
く
れ
て
い
た
。「
新
し
い
技
術
は
最
善
と
は
限
ら
な
い
」
と
あ
っ
た
。 

瀬野さんは、1997 年 11月の広島県庁での講演資料を手に入れ、日本では、緩速ろ
過処理を再認識する必要があると思い、動きだした。 

瀬
野
さ
ん
は
、
岡
山
県
哲
多
町
で
の
ク
リ
プ
ト
騒
ぎ
で
、
苦
労
し
た
。 



 NPO の冊子の中には、瀬野さんが実施した哲多町、および隣の津山市での村落で自主
管理している極小規模の施設の事例の具体例が記載され、参考になる。 

瀬
野
さ
ん
は
、
哲
多
町
で
緩
速
ろ
過
施
設
に
改
良
し
た
。 

N
P

O

で
は
、
会
員
が
活
動
し
て
き
た
事
例
を
１
冊
の
小
冊
子
に
ま
と
め
た
。 

瀬野さんと保屋野さんは私を誘って 2006 年に
NPO 地域水道支援センターを立ち上げ、中本は、
最初の 10年間は理事長を務め、その後、保屋野
さんに交代した。 



 

瀬野さんが実施した津山市での村落で自主管理している極小規模の施設の維持管理
は、地元住民が行っている。10年以上の実績がある。 

N
P

O

の
三
田
さ
ん
は
、
津
山
市
の
西
の
新
見
市
か
ら
人
口
減
少
時
代
に
維
持
管
理
が
容
易
な
浄
化
施
設
の
相
談
を
受
け
た
。 

津
山
市
の
集
落
は
、
山
間
に
あ
る
。
周
囲
の
森
林
か
ら
の
落
葉
、
落
枝
が
多
く
、
維
持
管
理
が
容
易
に
す
る
た
め
施
設
を
覆
っ
た
。 

岡山県の北部は、中国山地で、新見市、真庭市、津山市がある。 
人口減少で、水道施設の維持が大変だった。 
 



 

新見市には簡易水道施設が多数あっ
た。市町村合併で、水道関係職員が減
り、施設の維持管理が大変になった。 

人
口
は
、
年
々
、
減
少
し
て
い
た
。
公
共
施
設
の
維
持
は
大
変
だ
っ
た
。 

水
道
を
広
域
化
す
る
と
、
管
路
維
持
経
費
が
増
大
す
る
の
が
問
題
。 

簡易水道の新砥浄水場の改良を、三田さんが請け負った。 



 

沈
殿
槽
、
上
向
流
粗
ろ
過
を
３
段
、
導
入
。 

山
間
で
、
落
葉
、
落
枝
が
多
い
。
粗
ろ
過
、
ろ
過
池
を
覆
っ
た
。 

排泥は、底のバルブを手で操作。１回５分程度。 

渓流水を取水し、濁り対策で急速ろ過器があった。そこで、急速ろ過器を廃止し、
濁り対策で上向流粗ろ過を３段にした。 



 
緩速ろ過処理は、名前で誤解していた。そこで、生物浄化法の考えで、『おいしい

水のつくり方―２』を信州大繊維学部同窓会から出版した。 

N
P

O

で
は
、
粗
ろ
過
指
針
を
参
考
に
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
試
験
を
し
、
そ
の
有
効
性
に
自
信
を
も
っ
た
。 

国
は
、
施
設
統
合
し
水
道
広
域
化
を

勧
め
て
い
る
が
、
お
か
し
い
。 

施設、上向流粗ろ過、排泥の様子を三田さん
が、撮影し、YouTubeにアップ。 


